生命に対する特許は倫理的に認められるでしょうか？

企業は生命を所有することができるのでしょうか？
生命に対する特許をめぐる問題

これまで世界中のほぼすべての宗教・文化において、神からの神聖なる贈りものとして扱われてきた生命は、いまや人間の「創造物」として扱われるようになりつつあります。つまり、遺伝子や化学物質などが、遺伝子工学技術を使って組み換えたり、特許取得者が売買したりする対象になっているのです。企業は生物を、利益のために好き勝手に乱用してもよい物品とみなしています。いま、生命の多様性は、これまでにない大きな危機にさらされています。私たち人間の生活に欠かすことのできない食品や医薬品などが次つぎと、種子の遺伝子や病気の原因遺伝子などの特許奪取に奔走している、数社の巨大企業の支配下におかれるようになってきています。たとえばある企業が、エイズのような病気を引き起こす遺伝子を分離し、病気に対する治療法の開発に成功した場合、その企業は巨額の利益を得ることになります。生命に対する特許は、環境、健康、農業、南北問題、バイオテクノロジーなどをめぐる問題に関心を寄せる人々にとって、憂慮すべき新たな問題となっています。

遺伝子組み換え作物は従来品種を汚染する…

パーシー・シュマイザー（Percy Schmeiser）さんはカナダ人農家です。数年前にシュマイザーさんの近隣農家がモンサント社（Monsanto）のラウンドアップ耐性遺伝子が組み込まれたナタネ品種を栽培しました。シュマイザーさんによれば、このGMナタネの花粉が風にのって彼の畑に飛んできて交配拡散し、彼が1974年以来種子を自家採種しながら栽培しつづけてきた700エーカーの従来品種ナタネを汚染してしまったそうです。

… しかし、従来品種を栽培している農家のほうが法的責任を問われることがある！

モンサント社は、自社が特許を保持する遺伝子を含んだナタネ品種を勝手に栽培することによって知的所有権を侵害したとして、シュマイザーさんを起訴しました。裁判所は「カナダの特許法はシュマイザー氏が自分の畑でＧＭナタネを栽培したことでモンサントの特許を侵害した」との判断を下しました。（シュマイザーさんが6月に来日する予定です。）

種子は企業の所有物になる

種子に対する特許は、ごくわずかのアグリビジネス企業にとてつもない経済力を与えます。こうした企業は自社製品を世界的な規模で販売しますが、その価格は決して安くありません。パイオニア・ハイブレッド社が開発したハイブリッド病害虫耐性トウモロコシ品種には16の特許保持者が保持する38種類の特許がからんでいます。また、農家はさらに、次に購入する種子や自分が生産する次世代以降の作物や動物についても、そのたびごとに特許使用料の支払いを求められることになります。許可を得ずに、また定められた特許使用料を支払わずに、前作の収穫からの種子を保存することは、違法とされます。このようなシステムは、農家を多国籍アグリビジネス企業に完全に依存させるものです。第三世界諸国は壊滅的な影響を受けます。その結果、アグリビジネス企業がよくうたい文句にしているように、飢餓にあえぐ南側諸国の人々に食料が提供されるのではなく、実際には逆に、さらなる食料不足と飢餓が引き起こされることになるでしょう。

第三世界諸国から遺伝資源を盗む

西アフリカでは、ベリー品種ブラゼインは強い甘味をもつ果実として広く知られています。このベリーは砂糖よりもかなり甘く、その他の代替甘味料（砂糖以外の甘味料）とは異なり、過熱されても味が損なわれません。このため、年間売り上げが1千億ドルにも達するノンシュガー製品の業界にとっては、まさに理想的な甘味料といえます。アメリカのウィスコンシン大学の研究者が、西アフリカで人や動物がこのベリーを好んで食べている様子を見て、このベリーから分離したたんぱく質に対する特許をアメリカとヨーロッパで申請しました。ブラゼインをつくりだす遺伝子組み換え生物の開発も現在すすめられています。

ブラゼインが「ウィスコンシン大学マディソン校の研究者による発明」であるという大学側の主張はまったく突拍子もないものだと、ほとんどの人は考えるでしょう。しかし、同大学はいまのところ、幾世代にもわたってこの植物を育んできた西アフリカの人々に、この「発見」から得られる利益をいくらかでも還元しようという考えは一切もっていません。

原住民のDNAを盗む

パプアニューギニアのハガハイ族は1984年にはじめて「外界」と接触しました。その結果彼らは、これまで接触のなかったさまざまな新しい病気にも触れることになってしまったため、自分たちの命を救うのに必要な予防接種を施してくれる海外の研究者とコンタクトをとることにしました。しかしこのときこの研究者は、彼らのDNAサンプルを採取し、アメリカに送ったのです。その後の研究により、ハガハイ族が白血病やその他いくつかの病気に対して免疫をもっていることが明らかになったため、アメリカの研究者らはハガハイ族の人の遺伝性質に関する特許をアメリカで取得しました。血液を採取された原住民はこのことについて一切知らされませんでした。

医療検査に法外な費用を要求する

乳がんのスクリーニング検査に使われる２つのヒト遺伝子の特許を保持するアメリカの企業が、イギリスの公共資金で運営されている研究所に対し、この遺伝子を使った遺伝子検査を実施するたびにロイヤルティーを支払うよう求めました。アメリカ企業側は、イギリスの研究所が検査費用としていた額の倍額を請求しています。

医療の質を脅かし

アメリカ国内の研究機関の所長に対するアンケート調査では、4人に1人がバイオテクノロジー企業に雇われた弁護士から、アルツハイマー病や乳がんなどさまざまな疾患の臨床実験の中止を命令する手紙を受け取ったことがあるそうです。事態を憂慮したアメリカ人医師および研究者のグループが以下のような声明を発表しました。「医師や臨床実験機関による遺伝子検査の実施を阻止するために、特許権を持ちだしたり法外な特許料を課したりすることは、医療の受給を制限し、質を脅かし、不当に医療費をつり上げるものです」。

特許制度を押しつける

アメリカは、世界貿易機関（WTO）の知的所有権の貿易関連の側面に関する協定（TRIPS）を通じて、世界のすべての国々にアメリカの特許制度を押しつけようとしています。TRIPSは、人間の健康を守ると同時に、被害を受けやすい立場にいる第三世界諸国の零細農家と環境を守ることができるように、書き直されるべきです。

聖コロンバン会日本管区　ｴｺﾛｼﾞｰ･正義･平和のｳｪﾌﾞｻｲﾄ　内の文書です。

